
北播磨地域　景観資源データベース　【加西市】

① ② ③ ④

景観
シート
※2

景観資源の内容景観資源の名称
ふるさと兵庫を構成
する主要な景観※1 百選等の実績所在地

北条鉄道

　粟生駅から北条駅まで、13.6kmを約22分で結ぶ北条鉄道は、旧国鉄北条線の廃止後に誕生した、第三
セクター方式による市民の足である。駅数は8つのミニ路線であるが、沿線には西国札所の法華山一乗寺
や古法華自然公園をはじめ、酒見寺、住吉神社、北条の五百羅漢などの見どころも多く、観光路線としても
親しまれている。
　のどかな田園風景や山々の緑を背にして走る一両編成のレールバスは被写体としても人気がある。
「ローカル線ならではのゆったりとした時間」「窓の外を流れるように広がる田園風景」「心地のよいエンジン
音と振動」「かつてのにぎわいの面影を残しながらたたずむ無人の駅舎風景」なども魅力で、単なる移動手
段というだけでなく、そこで味わう贅沢な時間も魅力の鉄道である。
（出典：ひょうご風景100選（神戸新聞総合出版センター発行）、加西市観光まちづくり協会HP）

● ●

加西市 私の好きな兵庫
の風景100選
（兵庫県）

●

コハクチョウ

　加西市は、国内最南端のコハクチョウ越冬地の一つであり、毎年11月末になると、約4,000kmにも渡る長
旅を終えたコハクチョウの群れが飛来し、翌年3月頃まで観察できる。コハクチョウが初めて飛来したのは
1980年ごろであり、当時は数羽だったが、毎年少しずつ増え、近頃は50羽以上の群れが飛来する。加西市
内では、伝通池、中池、三田池、山下新池、長倉池、水正池などで観察することができる。
　水辺を優雅に舞う姿と水草をついばむ灰色の幼鳥の愛らしい姿は、この地域の冬季を象徴する景観であ
り、地元住民や愛鳥家をはじめ多くの人々に親しまれている。
（出典：加西市ＨＰ、加西市観光まちづくり協会HP）

●

加西市

●

法華山谷川

　法華山谷川は、法華山の山頂近くから少し下がった谷間に流れる。覆う落ち葉を縫って、かすかな水の
流れがやがて大きさを増し、せせらぎの音がし始める。源流から下ると一条寺の伽藍が山中へ広がる。川
は門前を清めるように南に流れる。
（出典：ふるさとの川紀行（神戸新聞総合出版センター発行））

●

加西市

北条町　節句祭

　節句祭は、住吉神社・大歳神社において、4月の第一日曜日及び前日に行われる。
　兵庫県の無形民俗文化財に指定されている竜王舞は、昼宮に大歳神社と住吉神社の双方で同じように
舞われる。毛槍を×字型に立てかけて矢来にし、観衆を制止して舞台をつくる。
（出典：ひょうごの民俗芸能（神戸新聞総合出版センター））

●

加西市北条町
北条

○

北条住吉神社

　北条住吉神社の本殿は切妻造、妻入の独特な形式で、著名な摂津の住吉大社の形式に類似している。
一般に住吉大社の形式は住吉造というが、北条住吉神社の形態は、その変形であるといわれ、古代にこ
のあたりが摂津住吉社の神領であったことと関係があると思われる。本殿は神社本殿の中では巨大なも
ので、それが三棟も並立していることも特徴である。建立は嘉永5年（1852）。
　北条住吉神社で桜の季節の訪れとともにはじまる「北条節句まつり」は優美さと勇壮さが織りなす華やか
な春の祭りとして有名で、播磨三大まつりの一つに数えられ、長い伝統を引き継いでいる。東西の神輿、14
台の豪華な屋台が、街中での巡行と勇壮な宮入を行い、古式ゆかしい鶏合せ神事、龍王の舞などが奉納
され、祭りは終日大観衆でにぎわう。
　兵庫県の無形民俗文化財に指定されている竜王舞は、昼宮にお旅所の大歳神社と北条住吉神社の双
方で同じように舞われる。毛槍を×字型に立てかけて矢来にし、観衆を制止して舞台をつくる。
　このように、北条住吉神社とそこで繰り広げられる祭りや舞は北播磨を代表する歴史的文化的景観であ
る。
（出典：ひょうごの民俗芸能（神戸新聞総合出版センター発行）、加西市HP、加西市観光まちづくり協会
HP）

●

加西市北条町
北条1318

●

※1：①豊かな自然景観　　②自然・緑あふれる農山村景観　　③表情豊かな市街地景観と受け継がれる歴史的景観　　④地域固有の文化的景観
※2：●印は景観シート有り。○印は関連する景観シートへの掲載を意味する。
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②

③
④

景
観

シ
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※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

酒
見
寺

　
酒
見
寺
は
、
天
平
1
7
年
（
7
4
5
）
に
行
基
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
酒
見
明
神
の
神
託
に
よ
り
伽
藍
を
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る

と
伝
え
る
古
刹
で
あ
る
。
境
内
に
は
、
山
門
や
引
声
堂
、
地
蔵
堂
、
多
宝
塔
、
新
観
音
堂
、
本
堂
、
鐘
楼
な
ど
が
立
ち
並
ん

で
い
る
。
多
宝
塔
は
、
寛
文
2
年
（
1
6
6
2
）
に
建
て
ら
れ
、
塔
内
に
大
日
如
来
を
安
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
屋
根
の
上
重
が
桧

皮
葺
、
下
重
が
瓦
葺
と
い
う
珍
し
い
様
式
で
、
全
体
に
装
飾
文
様
を
極
彩
色
で
描
い
て
お
り
、
全
国
で
も
っ
と
も
美
し
い
多
宝

塔
と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
美
し
い
建
造
物
が
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
北
条
町

北
条
1
3
1
9

●

羅
漢
寺
、
五
百
羅
漢

　
加
西
市
か
ら
高
砂
市
に
か
け
て
の
一
帯
は
、
古
来
、
良
質
の
石
の
産
地
で
あ
り
、
多
く
の
石
造
遺
跡
や
遺
物
が
残
さ
れ
て

い
る
。
特
に
有
名
な
の
が
4
0
0
体
以
上
も
の
石
像
が
境
内
に
寄
り
添
う
よ
う
に
佇
む
羅
漢
寺
の
石
仏
群
で
あ
る
。

　
「
北
条
の
五
百
羅
漢
」
の
名
で
広
く
知
ら
れ
る
石
仏
は
、
釈
迦
に
追
従
し
た
五
百
人
の
聖
者
を
称
し
て
五
百
羅
漢
と
言
わ

れ
る
。
石
仏

の
大
半
は
石
柱
を
削
り
出
し
た
よ
う
な
素
朴
な
造
り
の
立
像
で
、
地
蔵
尊
を
思
わ
せ
る
穏
や
か
な
顔
を
し
て
い
る
。
地
元
で

は
古
く
か
ら
「
親
が
見
た
け
り
ゃ
北
条
の
西
の
五
百
羅
漢
の
堂
へ
ご
ざ
れ
」
と
謡
わ
れ
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

　
い
つ
頃
に
誰
が
、
何
の
た
め
に
造
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
室
町
末
期
に
小
谷
城
主
赤
松
氏
が
戦
死
者

の
供
養
の
た
め
に
建
立
し
た
と
も
、
羅
漢
寺
の
南
に
隣
接
す
る
住
吉
神
社
（
酒
見
社
）
の
神
職
一
族
の
墓
所
と
も
言
わ
れ

る
。
　
お
盆
に
営
ま
れ
る
千
灯
供
養
は
ま
さ
に
幻
想
的
で
あ
る
。
千
灯
会
(せ
ん
と
う
え
)は
、
石
仏
の
供
養
の
た
め
、
本
尊
で
あ

る
薬
師
如
来
の
縁
日
に
併
せ
、
8
月
8
日
の
夕
べ
よ
り
開
か
れ
る
。
参
詣
者
に
よ
り
灯
さ
れ
た
約
1
千
も
の
ろ
う
そ
く
の
や
さ
し

い
炎
が
幽
玄
の
世
界
を
醸
し
だ
す
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
風
景
1
0
0
選
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
兵
庫
百
景
Ⅰ
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発

行
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
北
条
町

北
条
1
2
9
3

私
の
好
き
な
兵
庫

の
風
景
1
0
0
選

（
兵
庫
県
）

●

女
鹿
山
古
墳
群

　
女
鹿
山
古
墳
群
は
、
2
2
基
の
中
期
古
墳
群
で
あ
る
。
女
鹿
山
６
号
墳
、
2
1
号
墳
と
も
に
墳
丘
の
大
半
が
破
壊
さ
れ
芳
し
い

保
存
状
態
で
は
な
い
が
、
国
内
で
生
産
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
須
恵
器
（
初
期
須
恵
器
）
が
出
土
し
た
古
墳
と
し
て
特
筆

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
有
力
な
豪
族
の
古
墳
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
西
上
野

字
女
鹿
山

○

鹿
咋
山
（
女
鹿
山
）

　
鹿
咋
山
(か
く
い
や
ま
)は
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
中
修
布
里
の
記
述
に
出
て
く
る
。
応
神
天
皇
が
修
布
里
に
狩
り
に
や
っ

て
く
る
。
す
る
と
山
中
で
舌
を
噛
ん
だ
白
鹿
と
遭
遇
し
た
の
で
、
こ
の
山
を
鹿
咋
山
と
呼
ぶ
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
伝
承
が
「
宍

(し
さ
ね
)郡
条
」
に
も
あ
る
。
伊
和
大
神
が
国
づ
く
り
を
終
え
国
境
を
定
め
る
た
め
巡
幸
し
て
い
る
と
、
舌
を
出
し
た
大
き
な
鹿

と
遭
遇
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
鹿
咋
山
は
女
鹿
山
（
め
が
や
ま
）
（
北
条
町
黒
駒
・
女
鹿
山
自
治
区
・
西
上
野
町
）
に
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
女
鹿
山
古
墳
群
は
、
2
2
基
の
中
期
古
墳
群
で
あ
る
。
女
鹿
山
６
号
墳
、
2
1
号
墳
と
も
に
墳
丘
の
大
半
が
破
壊
さ
れ
芳
し
い

保
存
状
態
で
は
な
い
が
、
国
内
で
生
産
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
須
恵
器
（
初
期
須
恵
器
）
が
出
土
し
た
古
墳
と
し
て
特
筆

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
有
力
な
豪
族
の
古
墳
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
鹿
咋
山
周
辺
は
播
磨
風
土
記
の
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
景
観
を
現
在
も
引
き
継
い
で
い
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
西
上
野

町
、
北
条
町
黒
駒

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

2
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ト
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2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

石
部
神
社

　
石
部
神
社
の
石
段
両
側
に
は
、
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
2
本
の
大
杉
が
そ
び
え
立
つ
。
石
部
神
社
鎮
座
の
直
後
に
手
植

え
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
2
本
と
も
根
回
り
約
5
ｍ
、
高
さ
約
3
0
ｍ
の
大
木
で
あ
る
。
門
杉
を
く
ぐ
る
と
本
殿
が
現
れ
る
。

　
背
後
の
三
津
山
山
頂
に
は
皇
塚
古
墳
が
あ
る
。
墳
丘
径
1
6
ｍ
、
高
さ
2
ｍ
の
円
墳
で
、
古
墳
時
代
前
期
の
自
然
の
丘
陵

地
を
利
用
し
て
造
ら
れ
た
古
墳
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
元
正
天
皇
の
皇
女
を
葬
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
鏡
や
刀
剣
、

土
師
器
、
玉
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

　
石
部
神
社
の
秋
祭
り
は
、
毎
年
1
0
月
第
2
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
境
内
で
は
加
西
市
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
石
部

太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
2
基
の
神
輿
と
1
1
基
の
こ
ど
も
神
輿
が
練
り
出
す
。

　
石
部
神
社
の
大
杉
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
稲
穂
が
金
色
に
実
り
垂
れ
下
が
る
頃
に
は
、
の
ど
か
な
田
園
が

広
が
る
中
を
神
輿
が
練
り
出
し
、
威
勢
の
よ
い
声
が
響
き
わ
た
る
伝
統
的
な
景
観
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
Ｈ
Ｐ
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
Ｈ
Ｐ
）

●
●

加
西
市
上
野
町

●

多
聞
寺

　
多
聞
寺
は
、
黒
田
官
兵
衛
、
豊
臣
秀
頼
に
仕
え
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
武
将
、
後
藤
又
兵

衛
と
の
関
係
が
非
常
に
深
い
。
大
坂
夏
の
陣
、
河
内
道
明
寺
の
戦
い
に
お
い
て
又
兵
衛
が
討
ち
死
に
し
、
翌
年
の
元
和
2

年
（
1
6
1
6
）
に
、
又
兵
衛
の
三
男
佐
太
郎
（
太
郎
正
方
）
が
父
と
兄
を
弔
う
た
め
に
多
聞
寺
を
建
立
し
た
。
又
兵
衛
の
菩
提
寺

で
あ
る
多
聞
寺
は
、
現
在
も
又
兵
衛
の
真
牌
（
位
牌
）
を
本
堂
に
奉
安
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
赤
穂
四
十
七
士
の
う
ち
の
、
小
野
寺
十
内
と
小
野
寺
幸
左
衛
門
の
子
孫
が
多
聞
寺
の
檀
家
で
あ
る
た
め
、
江
戸

時
代
か
ら
毎
年
1
2
月
に
義
士
祭
（
吉
祥
講
）
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
）

●

加
西
市
尾
崎
町
２

８
８

●

鴨
坂
（
古
坂
）

　
鴨
坂
は
現
在
の
加
西
市
北
条
町
の
古
坂
を
指
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
風
土
記
に
登
場
す
る
古
代
の
坂
は
、
い
わ
ゆ
る
勾

配
の
あ
る
坂
道
を
指
す
と
と
も
に
、
山
の
峠
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
今
は
舗
装
さ
れ
た
県
道
や
高
速
道
路
が
通
っ
て

い
る
が
、
昔
は
追
い
は
ぎ
が
出
る
よ
う
な
恐
ろ
し
い
峠
道
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
東
脇
の
小
高
い
丘
に
登
る
と
、
今
も
村
の

人
々
に
細
々
と
信
仰
さ
れ
て
い
る
金
刀
比
羅
宮
の
祠
が
立
っ
て
い
る
。
前
面
に
は
北
条
町
全
体
が
見
晴
ら
せ
る
ほ
ど
の
風

景
が
広
が
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
風
土
記
か
ら
み
る
古
代
の
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
0
7
.3
.2
0
）
）

●

加
西
市
北
条
町

小
谷
城
跡

　
小
谷
城
跡
は
、
室
町
時
代
に
築
造
さ
れ
、
小
谷
赤
松
氏
の
居
城
と
な
っ
た
山
城
跡
で
あ
る
。
赤
松
氏
は
、
現
在
の
北
条
地

区
に
「
古
市
場
」
を
開
い
た
こ
と
か
ら
、
「
田
舎
な
れ
ど
も
北
条
は
都
、
月
に
六
斎
（
回
）
市
が
立
つ
」
と
謳
わ
れ
た
よ
う
に
、
そ

の
後
市
場
町
と
し
て
発
展
し
た
。
城
は
天
文
1
1
年
（
1
5
4
2
）
に
尼
子
氏
と
の
戦
い
で
落
城
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
陽
松
寺
背
後
の
山
頂
、
東
端
に
一
の
曲
輪
が
あ
り
、
西
へ
数
段
の
曲
輪
が
の
び
て
い
る
。
他
に
も
空
堀
や
土
塁
、
竪
堀

や
堀
切
な
ど
の
遺
構
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
眼
下
に
は
、
赤
松
氏
が
治
め
た
北
条
の
町
並
み
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
歴

史
的
背
景
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
Ｈ
Ｐ
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
Ｈ
Ｐ
、
加
西
市
北
条
地
区
歴
史
的
景
観
形
成
地
区
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）

●
●

加
西
市
北
条
町

小
谷

●

ジ
ヤ
マ
古
墳

　
ジ
ヤ
マ
古
墳
は
、
直
径
約
5
3
ｍ
の
中
期
円
墳
で
あ
る
。
玉
丘
古
墳
群
の
一
角
を
な
す
古
墳
で
は
あ
る
が
、
少
し
離
れ
た

所
に
築
造
さ
れ
て
い
る
。
古
墳
群
の
分
布
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

加
西
市
北
条
町

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

北
条
の
宿
（
し
ゅ
く
）

　
北
条
の
宿
（
ほ
う
じ
ょ
う
の
し
ゅ
く
）
は
、
1
2
0
0
年
以
上
前
に
建
立
さ
れ
た
北
条
住
吉
神
社
、
酒
見
寺
（
さ
が
み
じ
）
の
門
前

町
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
戦
国
時
代
に
小
谷
城
主
で
あ
っ
た
赤
松
氏
が
「
古
市
場
」
を
開
い
た
こ
と
か
ら
、
『
田
舎
な
れ
ど
も
北

条
は
都
、
月
に
六
斎
（
回
）
市
が
立
つ
』
と
謳
わ
れ
る
ほ
ど
に
繁
栄
し
、
江
戸
時
代
に
は
京
都
と
出
雲
を
結
ぶ
東
西
の
街
道

に
南
北
の
街
道
が
集
ま
る
交
通
の
要
衝
に
あ
る
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
。

　
現
在
で
も
、
北
条
住
吉
神
社
や
酒
見
寺
の
周
辺
の
門
前
町
、
そ
し
て
旧
街
道
沿
い
に
は
当
時
の
繁
栄
を
も
と
に
多
く
の
商

家
が
贅
を
競
っ
て
趣
向
を
凝
ら
し
た
家
屋
や
そ
の
面
影
（
卯
建
、
虫
籠
窓
、
鏝
絵
、
出
桁
造
り
等
）
を
随
所
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
散
策
の
道
と
し
て
楽
し
め
る
。
平
成
2
4
年
（
2
0
1
2
）
4
月
に
景
観
条
例
に
基
づ
い
て
歴
史
的
景
観
形
成
地
区
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
H
P
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
北
条
町

（
北
条
、
栗
田
、

横
尾
）

私
の
好
き
な
兵
庫

の
ま
ち
な
み
1
0
0

選
（
兵
庫
県
）

●

高
井
家
住
宅

　
高
井
家
住
宅
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）
は
、
江
戸
時
代
の
伝
統
的
な
外
観
を
残
す
町
家
で
あ
る
。
こ
の
住
宅
は
、
周
辺
地

域
の
な
か
で
も
端
正
で
風
格
の
あ
る
外
観
を
留
め
、
繁
栄
期
の
商
家
の
佇
ま
い
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
建
物
で
あ
る
。
景

観
形
成
重
要
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
H
P
）

●

加
西
市
北
条
町

横
尾
1
2
7

○

水
田
家
住
宅

　
水
田
家
住
宅
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）
は
、
横
尾
歴
史
街
道
「
町
か
ど
亭
」
の
名
称
で
 平
成
2
6
年
（
2
0
1
4
）
7
月
よ
り
カ
フ
ェ

兼
旅
籠
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。
 山
陽
、
山
陰
地
方
を
結
ぶ
旧
街
道
に
面
し
た
建
物
で
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
に
囲
ま
れ

た
部
屋
で
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
時
間
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
北
条
の
宿
の
町
並
み
は
、
地
域
の
歴
史
文
化
に

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
景
観
を
今
も
継
承
し
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
）

●

加
西
市
北
条
町

横
尾
1
2
1

○

丸
山
総
合
公
園

　
山
頂
か
ら
林
間
を
爽
快
に
滑
り
降
り
る
2
本
の
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
（
1
9
7
m
、
1
5
5
m
）
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
あ
り
、
ふ
も
と
に
は

水
際
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
楽
し
め
る
親
水
空
間
や
展
望
テ
ラ
ス
の
あ
る
管
理
棟
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

春
に
は
約
８
０
０
本
の
桜
が
咲
き
誇
り
、
中
央
広
場
か
ら
は
、
３
６
０
°
桜
に
囲
ま
れ
て
お
花
見
も
楽
し
め
る
。
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク

に
認
定
さ
れ
た
世
界
一
大
き
な
地
球
儀
時
計
（
直
径
5
ｍ
、
総
重
量
1
4
t）
が
あ
る
な
ど
地
域
の
新
し
い
景
観
を
つ
く
り
だ
し
て

い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
北
条
町

西
高
室
5
9
1
-
1
5

●

高
室
役
者
の
菩
提
塔
(西

福
寺
）

　
東
高
室
は
、
か
つ
て
の
高
室
石
の
産
地
で
あ
る
。
ま
た
江
戸
時
代
よ
り
昭
和
初
期
ま
で
全
国
に
名
の
知
ら
れ
た
役
者
の

村
で
あ
っ
た
。
「
石
屋
三
分
に
百
姓
一
分
、
後
の
六
分
は
皆
役
者
」
と
俗
謡
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
西
国
は
も
ち
ろ
ん
、
北
海

道
に
ま
で
巡
業
に
出
た
と
い
う
。
西
福
寺
に
は
高
室
役
者
の
座
元
の
名
を
刻
ん
だ
多
く
の
石
碑
が
あ
り
、
そ
の
面
影
を
今
に

残
し
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
歴
史
散
歩
（
歴
史
散
歩
刊
行
会
発
行
）
）

●

加
西
市
北
条
町

東
高
室
2
2
2
-
1

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

4
 

加西市 - 4



北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

「
雲
潤
の
里
」
と
八
王
子
神

社

　
播
磨
国
風
土
記
に
記
述
さ
れ
て
い
る
「
雲
潤
（
う
る
み
）
里
」
の
名
は
、
飽
き
た
と
い
う
意
味
の
「
倦
ん
だ
」
か
ら
き
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
播
磨
国
風
土
記
で
は
、
あ
る
と
き
丹
津
日
子
（
に
つ
ひ
こ
）
神
が
川
の
流
れ
を
雲
潤
の
方
へ
分
け
よ
う
と
、

雲
潤
の
太
水
（
お
お
み
ず
）
の
神
に
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
鹿
や
猪
の
血
で
耕
作
す
る
の
で
川
の
水
は
不
要
と
、
太
水
神
は

断
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
丹
津
日
子
神
が
「
川
を
掘
る
の
に
倦
ん
で
こ
う
言
っ
て
い
る
だ
け
だ
」
と
述
べ
る
。
こ
の
「
倦
み
」
が
「
雲

弥
」
と
な
っ
て
、
転
じ
て
雲
潤
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
雲
潤
が
現
在
の
地
区
名
の
「
宇
仁
」
へ
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
宇
仁
地
区
の
八
王
子
神
社
は
、
宇
仁
小
学
校
の
北
側
に
あ
る
。
長
暦
元
年
（
1
0
3
7
）
に
今
の
滋
賀
県
日
吉
大
社
よ
り
、
八

王
子
大
神
を
勧
請
し
て
祀
り
、
五
穀
豊
穣
、
安
産
守
護
の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。
ひ
っ
そ
り
と
し
た
参
道
を
抜
け
、
長

い
石
畳
の
階
段
を
上
が
る
と
、
眼
前
に
大
き
な
神
社
の
姿
が
現
れ
る
。
ま
た
裏
山
に
は
鏡
山
古
墳
群
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
八
王
子
神
社
周
辺
は
田
園
地
域
の
な
か
に
あ
っ
て
風
土
記
の
時
代
か
ら
の
景
観
を
彷
彿
と
さ
せ
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

加
西
市
田
谷
町

1
2
6
5

●

鏡
山
古
墳
群

　
八
王
子
神
社
の
裏
山
に
は
鏡
山
古
墳
群
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

●
加
西
市
田
谷
町
、

油
谷
町
　
他

○

後
藤
山
古
墳

　
後
藤
山
古
墳
は
、
加
西
南
部
の
倉
谷
町
を
見
下
ろ
す
後
藤
山
（
標
高
１
３
０
ｍ
）
の
中
腹
に
位
置
す
る
。

　
古
墳
時
代
に
築
造
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
横
穴
式
の
古
墳
で
、
下
段
が
一
辺
1
9
ｍ
の
方
墳
と
推
定
さ
れ
る
。
前
か
ら
見
る
と
墳

丘
は
雛
壇
を
三
段
ほ
ど
重
ね
た
塔
の
よ
う
な
造
り
方
を
し
て
い
る
。
玄
室
の
長
さ
は
約
4
ｍ
、
幅
が
約
3
ｍ
近
い
規
模
は
、
7

世
紀
後
半
に
あ
っ
て
は
傑
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
墳
丘
の
大
き
さ
と
と
も
に
特
別
な
被
葬
者
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
古
墳
の
前
に
は
珍
し
い
形
を
し
た
全
長
約
1
.7
ｍ
の
石
棺
の
蓋
が
あ
る
。
縄
掛
け
突
起
を
持
た
な
い
家
形
で
、
屋
根
が
独

特
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
後
藤
山
古
墳
は
古
代
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
、
加
西
市
Ｈ
Ｐ
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く

り
協
会
Ｈ
Ｐ
）

●

加
西
市
倉
谷
町

字
芋
畦
1
2
2

●

法
華
山
一
乗
寺

　
法
華
山
一
乗
寺
は
、
孝
徳
天
皇
の
病
を
祈
り
、
厚
い
信
を
得
た
と
い
う
天
竺
（
イ
ン
ド
）
の
高
僧
法
道
仙
人
が
白
雉
元
年

（
6
5
0
）
に
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
西
国
第
2
6
番
札
所
、
観
音
信
仰
の
霊
場
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
大
木
に
覆
わ
れ
た
小
高
い
山
の
頂
上
に
向
け
て
、
1
6
2
段
の
石
段
が
伸
び
る
。
う
っ
そ
う
と
し
た
木
立
に

護
ら
れ
た
境
内
に
は
、
平
安
末
期
に
建
立
さ
れ
た
国
宝
の
三
重
塔
を
は
じ
め
、
本
堂
や
護
法
堂
、
妙
見
堂
、
弁
天
堂
な
ど

い
ず
れ
も
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
仏
教
建
築
が
存
在
す
る
。
三
重
塔
は
平
安
時
代
末
期
、
承
安
元
年
（
1
1
7
1
）

の
建
立
と
さ
れ
て
お
り
、
日
本
を
代
表
す
る
古
塔
の
一
つ
。
屋
根
は
、
上
に
行
く
ほ
ど
小
さ
く
な
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
お
り
、
安

定
感
の
あ
る
優
美
な
塔
で
あ
る
。
そ
の
他
、
石
造
宝
塔
、
奥
の
院
開
山
堂
な
ど
の
文
化
財
が
多
く
存
在
す
る
。
古
風
で
優
美

な
三
重
塔
や
懸
造
（
舞
台
造
）
の
本
堂
な
ど
、
境
内
の
緑
と
諸
堂
伽
藍
が
見
事
に
調
和
し
て
い
る
。

　
御
詠
歌
に
「
春
は
花
　
夏
は
橘
　
秋
は
菊
　
い
つ
も
妙
な
る
法
の
華
山
」
と
あ
る
通
り
、
春
、
秋
の
時
節
に
は
桜
、
紅
葉
の

名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
特
に
境
内
が
紅
葉
で
彩
ら
れ
る
と
山
間
の
古
寺
は
観
光
客
で
賑
わ
う
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
風
景
1
0
0
選
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
ひ
ょ
う
ご
風
景
1
0
0
選
　
風
と
歩
く
（
朝
日
新
聞
神

戸
支
局
発
行
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
坂
本
町

8
2
1
-
1
7

私
の
好
き
な
兵
庫

の
風
景
1
0
0
選

（
兵
庫
県
）

ひ
ょ
う
ご
の
森
百

選
（
兵
庫
県
）

ひ
ょ
う
ご
の
森
林

浴
場
5
0
選
（
兵
庫

県
）

風
と
歩
く
「
ひ
ょ
う

ご
風
景
1
0
0
選
」

（
朝
日
新
聞
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

5
 

加西市 - 5



北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

浅
見
家
庭
園

　
浅
見
家
庭
園
は
、
大
阪
の
庭
師
に
よ
っ
て
作
庭
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
大
正
時
代
に
前
庭
に
も
池
を
穿
っ
て
改

修
さ
れ
た
。
山
紫
水
明
な
地
に
、
背
後
の
山
並
み
を
借
景
に
し
て
、
堀
際
に
軽
い
築
山
を
設
け
、
そ
の
前
面
に
心
字
池
風

の
池
泉
を
穿
ち
、
中
央
に
滝
石
組
を
組
ん
で
い
る
。
主
庭
は
本
屋
よ
り
北
西
部
に
あ
り
、
離
れ
座
敷
の
南
庭
と
、
本
屋
座
敷

の
間
の
中
庭
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
離
れ
座
敷
は
畑
地
に
な
っ
て
い
る
が
、
庭
園
鑑
賞
は
主
屋
座
敷
と
離
れ
座
敷
で
あ
る

客
間
か
ら
の
景
観
を
重
要
視
し
た
池
泉
鑑
賞
式
庭
園
で
あ
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
の
日
本
庭
園
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
）

●

加
西
市
坂
本
町

善
防
山
城
趾

　
善
防
山
城
跡
は
、
善
防
山
頂
に
あ
る
山
城
跡
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
赤
松
氏
が
築
い
た
居
城
で
、
嘉
吉
元
年
（
1
4
4
1
）
に

起
き
た
嘉
吉
の
乱
に
よ
り
落
城
し
た
。
落
城
当
時
の
城
主
は
赤
松
則
繁
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
合
戦
は
凄
ま
じ
く
、
明
治
初

期
ま
で
白
骨
体
が
木
の
葉
の
下
に
眠
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
現
在
も
善
防
山
を
見
渡
せ
る
鶉
野
の
一
角
に
戦
死
者
を
祀
る

「
塚
ま
ち
」
が
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
。
善
防
山
頂
の
一
の
曲
輪
（
く
る
わ
）
を
中
心
に
、
東
、
西
、
北
へ
曲
輪
跡
と
思
わ

れ
る
段
平
地
が
伸
び
て
お
り
、
わ
ず
か
に
石
垣
や
堀
切
な
ど
の
遺
構
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
往
時
の
山
城
の
姿
を
想
像
さ

せ
る
景
観
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
北
条
鉄
道
沿
線
散
策
マ
ッ
プ
（
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
発
行
）
）

●
●

加
西
市
三
口
町

●

長
石
採
石
場

　
長
石
採
石
場
で
採
掘
さ
れ
る
長
石
は
、
加
工
に
適
し
た
凝
灰
岩
で
あ
り
、
古
墳
時
代
か
ら
採
掘
が
行
わ
れ
て
き
た
。
古
墳

の
石
棺
や
石
仏
、
五
輪
塔
な
ど
多
く
の
石
造
品
が
作
ら
れ
、
高
砂
の
竜
山
石
、
加
西
市
の
高
室
石
等
と
と
も
に
播
磨
地
方

に
花
開
い
た
石
造
文
化
を
生
み
出
し
た
。
今
も
主
に
建
設
資
材
用
と
し
て
採
石
が
続
い
て
い
る
。

　
北
条
鉄
道
沿
線
か
ら
西
を
眺
め
る
と
、
善
防
池
越
し
に
白
い
断
崖
が
そ
そ
り
立
ち
、
地
域
の
文
化
を
築
い
た
特
異
な
景
観

が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
北
条
鉄
道
沿
線
散
策
マ
ッ
プ
ｊ（
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
発
行
）
）

●
●

加
西
市
西
長
町

●

播
磨
下
里
駅

　
播
磨
下
里
駅
は
田
園
の
中
の
無
人
駅
で
あ
り
、
大
正
4
年
（
1
9
1
5
）
に
建
設
さ
れ
た
歴
史
あ
る
木
造
駅
舎
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
駅
で
は
平
成
1
9
年
（
2
0
0
7
）
か
ら
僧
侶
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
駅
長
が
、
月
に
3
日
出
勤
し
「
下
里
庵
」
が
開
扉
さ
れ
て
い
る
。

駅
舎
内
に
は
仏
壇
が
設
置
さ
れ
、
人
生
相
談
や
お
経
の
勉
強
会
、
ま
た
鉄
道
フ
ァ
ン
集
い
の
場
と
し
て
地
域
住
民
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
2
5
年
（
2
0
1
3
）
1
1
月
、
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。
駅
舎
で
は
県

内
で
初
め
て
の
こ
と
。
鉄
道
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
ゴ
ミ
拾
い
や
ト
イ
レ
掃
除
、
花
の
植
栽
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
2
4
年
（
2
0
1
2
）
8
月
、
地
方
企
業
の
無
償
労
働
奉
仕
と
浄
財
寄
付
に
よ
っ
て
最
新
式
の
多
目
的
ト
イ
レ
と
駅
前
駐
車

場
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
重
さ
4
0
t以
上
も
の
原
石
を
整
列
し
た
石
庭
が
完
成
。
古
法
華
自
然
公
園
、
長
の
石
山
へ
の
最

寄
駅
と
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
客
が
多
く
利
用
す
る
な
ど
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
景
観
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
王
子
町

野
中

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

法
華
口
駅

　
北
条
鉄
道
法
華
口
駅
は
、
大
正
4
年
（
1
9
1
5
）
に
建
て
ら
れ
た
歴
史
あ
る
木
造
駅
舎
で
あ
る
。
平
成
2
4
年
（
2
0
1
2
）
に
は
地

元
企
業
の
無
償
労
働
奉
仕
・
浄
財
寄
付
に
よ
っ
て
多
目
的
ト
イ
レ
と
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
1
1
月
に
は
、
駅

舎
内
に
地
元
食
材
を
使
っ
た
こ
だ
わ
り
の
パ
ン
工
房
が
オ
ー
プ
ン
し
、
鉄
道
利
用
者
や
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
る
駅
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
法
華
山
一
乗
寺
の
玄
関
口
で
あ
り
、
鶉
野
飛
行
場
跡
の
最
寄
り
駅
で
も
あ
る
た
め
、
多
く
の
観
光
客
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
反
対
側
の
敷
地
に
は
遊
歩
道
に
沿
っ
て
1
,0
0
0
本
以
上
の
樹
木
が
植
え
ら
れ
、
春
に
は
桜
、
秋
に

は
紅
葉
が
美
し
く
、
歴
史
あ
る
駅
舎
と
相
ま
っ
て
地
域
固
有
の
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
東
笠
原

町

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

皿
池

　
皿
池
に
は
、
水
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
弁
天
島
が
浮
か
ん
で
お
り
、
西
洋
風
の
全
長
約
7
0
ｍ
の
眼
鏡
橋
が
架
け
ら
れ
て
い

る
。
皿
池
の
南
岸
に
は
ビ
オ
ト
ー
プ
、
湿
地
観
察
デ
ッ
キ
、
東
屋
、
藤
棚
、
噴
水
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
親
水
公
園
と
し

て
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
9
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
ス
イ
ム
会
場
に

な
っ
て
お
り
、
大
会
当
日
は
選
手
た
ち
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
競
技
風
景
が
見
ら
れ
る
。
弁
天
島
に
あ
る
東
屋
か
ら
は
、
広
大
な

皿
池
と
、
そ
の
奥
に
広
が
る
田
園
風
景
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
播
磨
の
た
め
池
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
）

●

加
西
市
戸
田
井

町
・
西
長
町
・
東

剣
坂
町
・
岸
呂
町

●

石
櫃
戸
古
墳

　
石
櫃
戸
古
墳
は
方
墳
と
さ
れ
る
が
、
一
辺
2
0
ｍ
と
も
1
0
ｍ
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
改
変
が
激
し
い
た
め
確
定
し
て
い
な
い
。

重
要
な
の
は
本
墳
の
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ
た
切
石
加
工
の
石
材
で
石
室
を
構
築
し
て
お
り
、
播
磨

で
は
類
例
を
見
な
い
石
室
で
あ
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

加
西
市
西
横
田

町

剣
坂
古
墳

　
剣
坂
古
墳
に
は
、
腰
石
の
技
法
が
認
め
ら
れ
、
小
石
材
の
小
口
積
み
が
顕
著
で
あ
る
。
し
か
も
板
石
で
屍
床
を
構
え
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
た
め
、
九
州
系
の
石
室
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
播
磨
最
古
の
横
穴
式
石
室
の
１
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

加
西
市
東
剣
坂

町

長
池
の
ブ
ド
ウ
畑

　
特
産
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
加
西
市
で
特
徴
的
な
ブ
ド
ウ
畑
で
、
9
～
1
0
月
に
か
け
て
は
、
白
い
袋
を
か
け
た
ブ
ド
ウ
の
実

の
摘
み
取
り
作
業
で
活
気
づ
く
。
加
西
市
で
は
、
昭
和
の
は
じ
め
よ
り
ベ
リ
ー
A
の
栽
培
を
始
め
、
ぶ
ど
う
の
一
大
産
地
と
し

て
栄
え
て
き
た
。
そ
の
技
術
と
味
が
認
め
ら
れ
、
平
成
1
9
年
に
は
、
『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
（
地
域
団
体
商
標
）
』
と
し
て
特
許
庁
に

兵
庫
県
で
初
め
て
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
の
認
証
食
品
『
ひ
ょ
う
ご
安
心
ブ
ラ
ン
ド
』
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
地
域
で
取
り
組
ん
で
き
た
果
樹
栽
培
が
織
り
成
す
農
業
景
観
が
、
地
域
独
特
の
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
東
剣
坂

町
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

笠
松
山

　
標
高
は
2
4
4
m
で
あ
る
が
、
き
れ
い
な
三
角
形
の
男
性
的
な
岩
山
で
周
囲
か
ら
よ
く
目
立
つ
。
登
路
で
あ
る
岩
尾
根
の
両

端
は
す
っ
き
り
と
切
れ
落
ち
て
展
望
も
良
い
。
足
元
は
ツ
ツ
ジ
や
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク
、
オ
ケ
ラ
な
ど
低
山
の
草
花
が
飾
る
。
山

頂
の
展
望
台
か
ら
は
3
6
0
度
の
展
望
で
北
は
笠
形
山
、
北
西
に
七
種
山
、
雪
彦
方
面
が
展
望
で
き
る
。
天
気
が
よ
け
れ
ば

明
石
海
峡
大
橋
や
淡
路
島
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
眼
下
の
播
州
平
野
は
一
面
の
田
園
で
点
在
す
る
農
業
用
の
池

が
日
に
き
ら
め
き
、
の
ど
か
な
農
村
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
地
域
を
代
表
す
る
展
望
の
場
と
し
て
特
徴
的
な
景
観
を
呈
し

て
い
る
。

（
出
典
：
ふ
る
さ
と
兵
庫
5
0
+
8
山
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

H
P
）

●

加
西
市
東
剣
坂

町
字
善
防
北
ノ
手
ふ
る
さ
と
兵
庫
５
０

＋
８
山
（
神
戸
新

聞
）

●

加
西
ア
ル
プ
ス

　
北
条
鉄
道
「
播
磨
下
里
駅
」
を
下
車
、
徒
歩
約
1
0
分
で
到
達
す
る
山
々
。
の
ど
か
に
広
が
る
加
西
盆
地
を
前
景
に
、
古
法

華
寺
を
中
心
と
し
て
東
西
に
連
な
る
善
防
山
（
ぜ
ん
ぼ
う
や
ま
、
2
5
1
m
）
か
ら
笠
松
山
（
2
4
4
m
）
へ
か
け
て
岩
山
の
起
伏
が

見
て
と
れ
る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
も
し
ら
れ
、
そ
の
魅
力
は
、
笠
松
山
の
山
頂
か
ら
善
防
山
山
頂
へ
と
、
ゆ
っ
た
り
と

延
び
る
岩
稜
で
あ
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
低
木
が
生
育
し
て
い
る
が
、
3
6
0
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
、
山
頂
か
ら
は
、
平
野
部

の
た
め
池
、
水
田
な
ど
が
一
望
で
き
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
東
剣
坂

町
字
善
防
北
ノ
手
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

7
 

加西市 - 7



北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

つ
り
橋

　
舗
装
さ
れ
た
道
の
両
側
に
迫
る
崖
の
上
に
、
つ
り
橋
が
か
か
っ
て
い
る
。
橋
に
上
が
る
と
古
法
華
自
然
公
園
が
一
望
で
き

る
。
山
肌
に
は
磨
崖
仏
の
彫
刻
が
見
え
る
。
古
く
か
ら
の
信
仰
の
歴
史
と
全
国
有
数
の
石
棺
の
産
地
で
も
あ
る
加
西
市
の

石
工
た
ち
が
山
肌
に
仏
を
刻
み
込
ん
だ
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
終
点
の
標
高
2
4
4
ｍ
の
展
望
台
（
笠
松
山
）
は
、
晴
天
な

ら
六
甲
の
山
並
み
や
播
磨
灘
も
望
め
る
な
ど
、
勇
壮
な
景
観
を
楽
し
め
る
北
播
磨
を
代
表
す
る
展
望
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
）

●

加
西
市
東
剣
坂

町
字
善
防
北
ノ
手

1
3
4
5
-
2

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
1
景

（
兵
庫
県
）

○

古
法
華
自
然
公
園

　
古
法
華
自
然
公
園
は
総
面
積
1
5
0
h
a、
桜
の
名
所
と
し
て
人
気
が
高
く
、
春
は
枝
垂
れ
桜
を
は
じ
め
と
し
て
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

の
花
、
秋
は
キ
ノ
コ
狩
り
や
山
菜
採
り
が
楽
し
め
る
。

　
古
法
華
春
祭
り
は
、
桜
の
花
が
美
し
い
4
月
、
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
浮
彫
三
尊
仏
龕
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
石
仏
保

存
会
を
中
心
に
盛
大
に
開
か
れ
る
。
儀
式
は
、
本
尊
の
ご
開
帳
か
ら
始
ま
り
、
中
で
も
数
十
名
の
巫
女
た
ち
に
よ
る
浦
安
の

舞
の
美
し
さ
は
圧
巻
。
そ
の
後
、
保
存
会
や
石
彫
体
験
者
た
ち
に
よ
り
彫
ら
れ
た
石
仏
の
入
魂
の
儀
式
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
大
柳
ダ
ム
は
、
冬
場
に
は
カ
モ
や
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
の
渡
り
鳥
が
多
く
飛
来
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
炊
事
場

や
か
ま
ど
を
備
え
た
キ
ャ
ン
プ
場
は
1
0
0
人
収
容
で
き
、
4
～
9
月
ま
で
利
用
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
法
華
自
然
公
園
は
四

季
折
々
に
多
様
な
景
観
を
呈
し
て
お
り
、
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
東
剣
坂

町
字
善
防
北
ノ
手

1
3
4
5
-
2

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

ひ
ょ
う
ご
の
森
百

選
（
兵
庫
県
）

●

大
柳
ダ
ム

　
冬
場
に
は
カ
モ
や
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
の
渡
り
鳥
が
多
く
飛
来
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
）

●
加
西
市
東
剣
坂

町
字
善
防
北
ノ
手

1
3
4
5
-
2

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

○

古
法
華
寺

　
古
法
華
寺
の
境
内
に
は
参
拝
者
手
作
り
の
石
仏
が
並
び
、
近
隣
の
人
々
の
信
仰
心
の
厚
さ
を
偲
ば
せ
る
。
崖
に
は
足
場

が
組
ま
れ
、
人
の
顔
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
古
法
華
寺
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
浮
彫
三
尊
仏
龕
(さ
ん
ぞ
ん
ぶ
つ
か
ん
)（
通
称
：
古
法
華
石
仏
）
は
、
今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
約
1
3
0
0
年
前
の
白
鳳
時
代
に
彫
ら
れ
た
石
造
彫
刻
。
わ
が
国
最
古
級
の
石
仏
で
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
収
納
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
石
仏
彫
り
を
指
導
し
て
く
れ
る
石
彫
ア
ト
リ
エ
館
に
頼
め
ば
誰
で
も
拝
観
で
き
る
。

　
4
月
の
古
法
華
春
祭
り
で
は
、
日
本
最
古
の
石
仏
の
ご
開
帳
や
山
伏
に
よ
る
無
病
息
災
、
家
内
安
全
を
祈
願
し
た
大
護

摩
供
養
、
巫
女
に
よ
る
神
楽
の
舞
な
ど
が
執
り
行
わ
れ
、
歴
史
的
な
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
景
観
を
演
出
し
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
東
剣
坂

町
字
善
防
北
ノ
手

1
3
4
5
-
2

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

常
行
院
と
石
造
七
重
塔

　
常
行
院
は
、
用
明
天
皇
の
時
代
に
聖
徳
太
子
が
開
基
し
た
と
さ
れ
、
白
雉
元
年
（
6
5
0
）
に
は
法
道
仙
人
が
伽
藍
を
造
営

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
本
堂
は
寛
文
三
年
（
1
6
6
3
）
の
も
の
で
あ
る
。
境
内
に
あ
る
石
造
七
重
塔
は
、
室
町
時
代

中
期
に
建
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
背
景
と
な
っ
て
い
る
裏
山
に
は
、
浦
上
久
松
の
居

城
と
さ
れ
る
山
下
城
跡
が
あ
る
。

　
周
辺
に
は
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
り
、
街
道
の
面
影
を
残
す
道
沿
い
に
は
石
仏
が
佇
ん
で
お
り
、
古
く
か
ら
住
民
に

親
し
ま
れ
た
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
山
下
町

1
3
9
4

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

山
下
城
跡

　
山
下
城
跡
は
、
1
6
世
紀
ご
ろ
、
戦
国
時
代
の
武
将
浦
上
久
松
の
居
城
と
し
て
、
標
高
約
1
0
0
ｍ
の
山
頂
に
築
か
れ
た
山
城

跡
で
あ
る
。
山
の
麓
に
は
常
行
院
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
散
策
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
旧
跡
を
後
世
に
残
そ
う
と
、
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
木
々
を
伐
採
し
、
ま
た
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
本
丸
跡

に
は
東
屋
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
城
跡
か
ら
は
見
晴
ら
し
も
よ
く
、
眼
下
に
形

成
さ
れ
た
集
落
と
田
園
の
広
が
る
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
山
下
町

城
山

●

糠
岡
（
糠
塚
山
）
と
古
墳
群

　
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
中
で
、
楢
原
(な
ら
は
ら
)里
の
糠
岡
は
「
大
汝
命
(お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
)が
下
鴨
里
で
米
を
つ
か

せ
る
と
、
粳
が
散
り
飛
ん
で
き
た
場
所
な
の
で
粳
岡
と
呼
ぶ
」
と
あ
る
が
、
粳
岡
は
南
網
引
町
の
糠
塚
山
が
比
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
周
辺
に
は
、
古
墳
群
や
石
棺
仏
が
多
く
存
在
し
、
歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
糠
岡
周
辺
は
、
古
墳
群
が
悠
久
の
歴
史
を
語
る
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
網
引
町

●

周
遍
寺
山
１
号
墳

　
周
遍
寺
山
１
号
墳
は
、
長
辺
約
1
0
ｍ
の
長
方
形
墳
で
、
葺
石
が
四
隅
を
突
出
さ
せ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
山
陰
地

方
の
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

加
西
市
網
引
町

○

堀
山
３
号
墳

　
堀
山
３
号
墳
は
、
中
期
方
墳
で
、
一
辺
約
9
ｍ
。
二
基
の
石
棺
が
並
列
し
て
い
た
が
、
両
者
と
も
に
白
い
粘
土
で
側
と
蓋
石

上
を
丁
寧
に
覆
っ
て
お
り
、
粘
土
を
使
っ
て
密
封
し
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

加
西
市
網
引
町

○

状
覚
山
古
墳
群

　
状
覚
山
古
墳
群
は
、
横
穴
式
石
室
内
部
に
石
で
囲
っ
た
石
棺
を
構
築
し
て
い
る
。
7
世
紀
の
古
墳
群
で
は
木
棺
を
使
う

人
々
と
は
別
の
埋
葬
方
法
を
採
る
人
た
ち
も
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

加
西
市
網
引
町

○

上
池
・
下
池

　
わ
き
水
が
豊
富
で
枯
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
上
池
は
、
隣
接
す
る
下
池
と
と
も
に
農
民
の
命
綱
と
な
っ
て
き
た
。
冷
た
く

澄
ん
だ
水
が
、
貴
重
な
固
有
種
で
あ
る
ヒ
メ
コ
ウ
ホ
ネ
や
イ
ヌ
タ
ヌ
キ
モ
を
守
っ
て
き
た
が
、
下
池
で
は
ヌ
ー
ト
リ
ア
や
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
の
生
息
が
確
認
さ
れ
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
を
保
つ
た
め
池
は
、
固
有
種
を
守
り
、
育
ん
で
い

る
。
特
に
ヒ
メ
コ
ウ
ホ
ネ
は
古
く
て
水
の
澄
ん
だ
池
に
の
み
生
息
し
、
可
憐
な
花
は
古
来
、
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
氷

河
時
代
の
名
残
と
さ
れ
る
水
草
も
ひ
っ
そ
り
と
生
き
続
け
、
こ
の
池
は
い
つ
か
ら
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
慨
を
か
き

た
て
る
景
観
を
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
播
磨
の
た
め
池
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
網
引
町

●

北
条
鉄
道
 網
引
駅
の
大

銀
杏

　
旧
網
引
駅
舎
は
昭
和
5
9
年
（
1
9
8
4
）
に
焼
失
し
た
が
、
平
成
2
5
年
（
2
0
1
3
）
2
月
、
地
元
企
業
の
無
償
労
働
奉
仕
と
浄
財
寄

付
に
よ
り
網
引
駅
が
完
成
。
駅
舎
内
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
駅
長
に
よ
る
「
切
り
絵
教
室
」
や
「
鉄
道
グ
ッ
ズ
」
の
販
売
、
地
域
住

民
と
の
交
流
を
広
げ
る
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
駅
周
辺
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
中
間
点
休
憩
所
と
し
て
、

最
新
式
多
目
的
ト
イ
レ
、
駐
車
場
、
駐
輪
場
、
花
壇
が
整
備
さ
れ
、
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
駅
待
合
室
に
は
駅

長
が
撮
影
し
た
列
車
の
写
真
や
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
駅
舎
と
大
銀
杏
の
木
が
あ
い
ま
っ
て
、
故
郷
と
し
て
帰
っ
て
き

た
く
な
る
よ
う
な
懐
か
し
い
景
観
を
再
生
し
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
網
引
町

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

9
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

あ
び
き
湿
原

　
あ
び
き
湿
原
は
、
加
西
市
の
重
要
な
生
態
系
に
選
ば
れ
る
県
内
で
も
非
常
に
規
模
の
大
き
な
湧
水
湿
原
で
あ
る
。
多
く
の

絶
滅
危
惧
種
の
動
植
物
が
生
息
し
て
お
り
、
貴
重
な
自
然
を
守
る
た
め
手
造
り
の
木
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
豊
か
な
自
然
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
周
辺
住
民
が
中
心
と
な
り
「
あ
び
き
湿
原
保
存
会
」
が
発
足
し
た
。

湿
原
保
全
や
希
少
動
植
物
保
護
を
目
的
に
、
冬
場
は
湿
原
内
の
枝
木
の
伐
採
や
散
策
道
の
整
備
、
春
夏
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
と
し
て
湿
原
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
７
月
に
は
、
湿
原
が
水
を
含
み
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
や
サ
ギ
ソ
ウ
な
ど
の
貴
重
な
動
植
物
の
観
察
が
で
き
る
。

　
糠
塚
山
(ぬ
か
つ
か
や
ま
)と
と
も
に
、
環
境
省
の
生
物
多
様
性
保
全
上
重
要
な
里
地
里
山
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
自
然
豊

か
な
美
し
い
景
観
が
保
全
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
広
報
か
さ
い
（
2
0
1
5
.8
月
号
、
1
0
月
号
）
、
か
さ
い
教
育
ね
っ
と
（
N
o
.2
5
）
）

●

加
西
市
網
引
町

●

八
幡
神
社

　
八
幡
神
社
は
、
加
西
郡
史
に
よ
る
と
、
勧
請
は
永
正
2
年
（
1
5
0
5
）
と
い
わ
れ
、
由
緒
か
ら
飾
東
郡
松
原
村
（
姫
路
市
白
浜

町
）
鎮
座
の
神
を
分
霊
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
1
0
月
に
は
網
引
町
の
秋
祭
り
が
行
わ
れ
、
八
幡
神
社
境
内
で
は
獅
子
舞

が
奉
納
さ
れ
る
。
獅
子
舞
は
、
明
治
2
0
年
（
1
8
8
7
）
に
小
野
市
来
住
町
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
加
西
市
の
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
伝
承
さ
れ
て
い
る
舞
は
１
３
演
目
あ
る
が
、
中
で
も
「
谷
渡
り
」
は
６
ｍ
の
梯
子
を
山
形
に
組
み
、
そ
の
段

上
で
の
舞
い
で
あ
り
大
変
迫
力
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
八
幡
神
社
は
県
下
で
も
貴
重
な
祭
礼
の
景
観
を
継
承
し
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

加
西
市
網
引
町

8
4
2

●

三
宅
家
庭
園

　
三
宅
家
は
江
戸
時
代
よ
り
酒
造
業
を
営
ん
で
き
た
。
明
治
時
代
に
姫
路
藩
筆
頭
家
老
で
あ
る
河
合
道
臣
の
屋
敷
に
建
つ

書
院
建
築
等
を
買
い
求
め
、
庭
園
と
と
も
に
現
在
地
に
移
し
た
と
い
う
。
庭
園
は
、
前
庭
部
と
主
庭
部
の
二
庭
に
分
か
れ
て

い
る
。
前
庭
は
飛
石
と
植
栽
を
中
心
と
し
た
庭
園
構
成
で
あ
る
。
主
庭
で
あ
る
書
院
庭
園
は
池
泉
庭
園
で
あ
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
の
日
本
庭
園
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
）

●

加
西
市
中
野
町

9
1
7

「
川
合
の
里
」
と
乎
疑
原
神

社

　
播
磨
国
風
土
記
に
記
述
さ
れ
て
い
る
「
川
合
（
か
わ
い
）
の
里
」
の
由
来
は
、
「
端
鹿
（
は
し
か
）
川
の
尻
と
鴨
川
が
こ
の
村

で
会
う
か
ら
」
と
あ
る
。
端
鹿
川
と
は
、
端
鹿
里
を
流
れ
る
川
、
つ
ま
り
東
条
川
と
考
え
ら
れ
る
。
東
条
川
の
尻
（
最
下
流
）
で

会
う
（
合
流
）
す
る
鴨
川
は
、
賀
毛
郡
を
流
れ
る
最
大
の
川
で
あ
る
加
古
川
と
考
え
ら
れ
る
。
川
合
と
い
う
地
名
は
、
現
在
小

野
市
に
河
合
地
区
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
乎
疑
原
（
お
ぎ
わ
ら
）
神
社
は
、
学
問
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
る
菅
原
道
真
を
祀
る
神
社
で
あ
り
、
3
月
に
は
命
日
に
ち
な

ん
で
天
神
祭
り
（
三
月
例
大
祭
）
が
開
か
れ
る
。
神
社
に
は
立
派
な
梵
鐘
が
あ
り
、
そ
の
銘
文
に
、
「
播
州
賀
西
郡
西
河
合

郷
」
と
あ
る
。
増
位
山
随
願
寺
（
姫
路
市
）
に
あ
っ
た
梵
鐘
が
、
大
永
6
年
（
1
5
2
6
）
に
こ
の
神
社
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
際
に
追

記
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
乎
疑
原
神
社
は
そ
の
社
寺
林
と
共
に
、
里
で
継
承
さ
れ
て
き
た
歴
史
文
化
資
源
と
祭
り
を
現
在
ま
で
引
き

継
い
で
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
繁
昌
町

5
2
9

●

水
正
池

　
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
、
約
4
,0
0
0
km
に
渡
る
長
旅
を
終
え
、
加
西
市
に
飛
来
す
る
が
、
水
正
池
も
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
越
冬
地
の
ひ
と

つ
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
初
め
て
飛
来
し
た
の
は
1
9
8
0
年
ご
ろ
で
、
当
時
は
数
羽
だ
っ
た
が
、
近
頃
は
 3
0
羽
以
上
の
群
れ
が
飛

来
す
る
。
3
月
上
旬
ま
で
、
水
正
池
（
上
宮
木
町
）
な
ど
で
観
察
で
き
る
。
冬
の
風
物
誌
と
し
て
親
し
ま
れ
る
景
観
を
呈
し
て
い

る
。
（
出
典
：
広
報
か
さ
い
2
0
1
5
.2
月
号
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
上
宮
木

町

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
0
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

旧
海
軍
鶉
野
飛
行
場
跡

地

　
鶉
野
飛
行
場
跡
（
姫
路
海
軍
航
空
隊
鶉
野
飛
行
場
、
川
西
航
空
機
姫
路
製
作
所
鶉
野
工
場
跡
）
は
、
太
平
洋
戦
争
が
悪

化
し
は
じ
め
た
頃
、
優
秀
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
養
成
す
る
た
め
、
昭
和
1
7
年
（
1
9
4
2
）
に
着
工
し
、
昭
和
1
8
年
（
1
9
4
3
）
に
完
成
し

た
旧
日
本
海
軍
の
飛
行
場
跡
で
あ
る
。
当
時
、
航
空
隊
に
は
、
1
7
歳
か
ら
2
5
歳
ま
で
の
若
者
が
全
国
か
ら
約
3
2
0
名
集
め

ら
れ
、
こ
こ
で
3
0
時
間
の
飛
行
訓
練
を
受
け
た
後
、
各
航
空
隊
へ
と
散
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
2
0
年
（
1
9
4
5
）
に
は
、
練
習
生
に

よ
る
神
風
特
攻
隊
「
白
鷺
隊
」
が
編
成
さ
れ
、
終
戦
ま
で
に
6
3
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。
今
で
も
飛
行
場
跡
地
周
辺
に
は

地
下
指
揮
所
跡
や
防
空
壕
跡
、
機
銃
座
跡
、
爆
弾
庫
跡
な
ど
多
く
の
歴
史
資
産
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
鶉
野
町

●

鶉
野
中
町
花
家
族
の
会

　
鶉
野
中
町
花
家
族
の
会
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
旧
海
軍
鶉
野
飛
行
場
跡
地
の
防
空
壕
改
修
に
伴
い
、
周
辺
の
花
壇
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
公
会
堂
、
公
園
、
沿
道
、
交
差
点
な
ど
、
1
,3
4
0
㎡
の
緑
地
に
 1
2
,4
0
0
 本
の
花
苗
を
植
栽
。
平
成

2
3
年
度
か
ら
は
サ
ツ
マ
イ
モ
づ
く
り
や
芋
掘
り
大
会
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
第
1
3
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
部
門
　
奨
励
賞
　
受
賞

　
第
1
4
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
部
門
　
知
事
賞
　
受
賞

（
出
典
：
兵
庫
県
H
P
）

●

加
西
市
鶉
野
町

気
球

　
加
西
市
で
は
、
「
熱
気
球
全
日
本
学
生
選
手
権
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
「
気
球
の
飛
ぶ
ま
ち
　
か
さ
い
」
と
題
し
て
玉
丘
史
跡

公
園
や
鶉
野
飛
行
場
跡
地
等
に
お
け
る
気
球
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
全
国
か
ら
1
5
の
大
学
熱
気
球
チ
ー
ム
が
集
い
、
加
西
の
空
を
飛
ぶ
姿
は
壮
観
な
眺
め
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ル
ー
ン
グ
ロ
ー

と
呼
ば
れ
る
夜
間
係
留
で
は
、
暗
闇
に
バ
ー
ナ
ー
の
炎
で
熱
気
球
が
照
ら
さ
れ
、
幻
想
的
な
世
界
を
醸
し
出
す
。

●

加
西
市
鶉
野
町

●

上
鴨
・
下
鴨
の
里

　
鴨
里
は
、
播
磨
国
風
土
記
に
郡
名
と
同
じ
名
称
で
由
来
も
郡
名
と
同
じ
と
あ
る
。
ま
た
、
里
の
中
で
も
最
初
に
記
述
さ
れ
て

い
る
の
で
、
賀
毛
郡
の
中
心
的
な
里
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
鴨
里
は
当
初
は
一
つ
の
里
だ
っ
た
が
、
後
に
上
鴨
里
・
下

鴨
里
の
二
つ
の
里
に
分
け
ら
れ
た
と
あ
る
。
上
鴨
里
・
下
鴨
里
は
現
在
の
加
西
市
の
在
田
地
区
、
西
在
田
地
区
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
）

●

加
西
市
（
在
田
地

区
、
西
在
田
地

区
）

東
光
寺

　
東
光
寺
は
、
白
雉
2
年
（
6
5
1
）
法
道
仙
人
に
よ
る
開
基
で
あ
る
万
願
寺
が
天
文
7
年
（
1
5
3
8
）
の
兵
火
に
よ
り
消
失
し
、
南

の
坊
の
み
が
再
興
さ
れ
た
寺
で
あ
る
。
東
光
寺
の
梵
鐘
は
、
加
西
市
内
最
古
の
梵
鐘
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
田
遊
び
・
鬼
会
は
、
東
光
寺
の
本
山
に
あ
た
る
比
叡
山
の
行
事
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
1
月
8
日
午
後
7
時
頃
よ
り
始
ま
る
。

田
遊
び
は
五
穀
豊
穣
を
祈
る
儀
式
で
あ
り
、
農
作
業
の
し
ぐ
さ
を
奉
納
す
る
。
県
下
で
は
こ
の
東
光
寺
に
だ
け
伝
わ
っ
て
い

る
非
常
に
貴
重
な
儀
式
で
あ
る
。
鬼
会
は
悪
霊
や
災
難
を
追
い
払
う
も
の
で
、
た
い
ま
つ
や
矛
(ほ
こ
)を
手
に
し
た
鬼
が
現

れ
、
激
し
く
暴
れ
ま
わ
る
。
室
町
末
期
頃
に
は
既
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
後
中
断
と
再
開
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
平
成

1
8
年
（
2
0
0
6
）
3
月
1
5
日
、
国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
儀
式
は
、
本
殿
拝
殿
で
「
田
遊
び
」
か
ら
始
ま
り
、
福
太
郎
・
福
次
郎
・
田
主
が
、
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
し
ぐ
さ
を
し
て
、

五
穀
豊
穣
を
祈
る
。
「
田
遊
び
」
が
終
わ
る
と
、
引
き
続
き
「
鬼
追
い
」
の
行
事
と
な
り
、
赤
鬼
が
た
い
ま
つ
、
青
鬼
が
矛
を

持
っ
て
、
堂
内
を
あ
ば
れ
回
り
、
悪
霊
や
災
難
を
追
い
払
う
。
こ
の
福
太
郎
・
福
次
郎
、
そ
し
て
赤
鬼
・
青
鬼
に
は
、
厄
年
の

男
性
が
扮
す
る
こ
と
で
厄
払
い
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
鬼
は
海
の
か
な
た
や
山
奥
か
ら
祝
福
の
た
め
に
人
里

に
下
り
て
く
る
神
様
の
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
東
光
寺
は
県
下
で
も
貴
重
な
祭
礼
の
景
観
を
継
承
し
て
い

る
。
（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
上
万
願

寺
町
3
9
2

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
1
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

女
切
峠
（
お
な
き
り
と
う

げ
）

　
加
西
の
奥
、
東
光
寺
の
近
く
に
あ
た
る
上
万
願
寺
か
ら
上
芥
田
へ
越
す
峠
の
坂
を
「
お
な
き
り
坂
」
と
呼
び
、
坂
の
頂
上
に

は
二
つ
の
塚
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
塚
に
秘
め
ら
れ
た
若
い
二
人
の
悲
し
い
恋
の
物
語
「
女
切
ろ
ま
ん
伝
説
」
の
舞
台
で

あ
る
。

（
出
典
：
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

加
西
市
上
万
願

寺
町

●

女
切
池
（
お
な
き
り
い
け
）

　
加
西
の
奥
、
東
光
寺
の
近
く
に
あ
た
る
上
万
願
寺
か
ら
上
芥
田
へ
越
す
峠
の
坂
を
「
お
な
き
り
坂
」
と
呼
び
、
坂
の
頂
上
に

は
二
つ
の
塚
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
塚
に
秘
め
ら
れ
た
若
い
二
人
の
悲
し
い
恋
の
物
語
「
女
切
ろ
ま
ん
伝
説
」
の
舞
台
で

あ
る
。

　
「
市
兵
衛
」
と
い
う
男
が
恋
人
「
て
る
」
を
追
っ
て
身
投
げ
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
地
元
に
立
つ
2
人
の
墓
に
は
今
も
花
が
供
え
ら

れ
る
。
地
元
の
原
始
人
会
は
、
地
域
の
民
話
で
あ
る
「
女
切
峠
」
を
劇
化
し
、
地
域
の
人
々
で
演
じ
て
い
る
。

　
女
切
池
は
、
万
願
寺
と
芥
田
の
集
落
を
隔
て
る
女
切
峠
に
あ
り
、
池
に
は
弁
天
を
祀
っ
た
と
さ
れ
る
石
造
物
が
あ
る
。
近
く

の
山
居
池
と
と
も
に
上
芥
田
町
の
田
、
約
3
0
h
aを
潤
し
て
い
る
。
伝
説
を
今
に
伝
え
る
取
組
み
が
進
む
地
域
の
重
要
な
景

観
で
あ
る
。

（
出
典
：
播
磨
の
た
め
池
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
、
ハ
ー

ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

加
西
市
上
芥
田

町

●

久
学
寺

　
浅
野
藩
三
が
く
寺
の
一
つ
と
称
さ
れ
る
「
久
学
寺
」
。
赤
穂
藩
浅
野
家
代
々
主
や
四
十
六
士
の
義
士
位
牌
が
堂
に
ま
つ
ら

れ
て
お
り
、
1
2
月
に
は
恒
例
の
義
士
祭
が
行
わ
れ
る
。

赤
穂
城
主
と
な
っ
た
浅
野
内
匠
頭
長
直
公
は
赤
穂
藩
5
3
,0
0
0
石
の
領
地
を
見
聞
さ
れ
、
特
に
飛
地
で
石
高
の
多
い
旧
加
西

郡
の
北
部
（
現
加
西
市
）
8
,9
2
0
石
の
領
地
を
熱
心
に
見
聞
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
途
中
、
久
学
寺
に
て
宿
泊
さ
れ
、
当
時
の

住
職
に
深
く
帰
依
さ
れ
山
林
田
畑
１
２
石
を
寄
付
さ
れ
、
浅
野
家
の
菩
提
寺
と
し
て
父
、
長
重
公
と
浅
野
家
代
々
の
弔
祭
を

依
頼
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
赤
穂
義
士
ゆ
か
り
の
い
わ
れ
を
今
に
つ
た
え
る
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
上
芥
田

町
9
8
2

●

長
浜
家
庭
園

　
長
浜
氏
は
在
地
土
豪
と
し
て
笹
倉
に
居
住
し
、
三
木
別
所
氏
に
属
し
た
が
、
三
木
落
城
の
後
は
帰
農
し
て
庄
屋
を
務
め

た
。
庭
園
は
庄
屋
時
代
の
作
庭
と
思
わ
れ
る
。
庭
園
は
、
裏
山
の
斜
面
を
活
か
し
て
築
山
と
し
、
細
長
い
池
泉
を
穿
っ
た
池

泉
鑑
賞
式
庭
園
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
の
日
本
庭
園
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
）

●

加
西
市
笹
倉
町

1
7
8

亀
山
古
墳

　
亀
山
古
墳
は
、
玉
丘
古
墳
の
北
東
に
位
置
す
る
亀
山
山
頂
（
標
高
約
1
6
1
.5
m
）
に
あ
り
、
南
北
約
5
0
m
、
東
西
約
4
5
m
の

大
型
円
墳
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
盛
土
を
行
わ
ず
、
葺
石
や
段
築
も
省
略
し
、
埴
輪
列
と
丘
の
整
形
だ
け
で
古
墳
が
造
ら
れ
て

い
る
。
墳
頂
部
に
は
岩
盤
を
掘
り
込
ん
で
造
ら
れ
た
2
つ
の
埋
葬
施
設
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
眉
び
さ
し
付
き
か
ぶ
と
な

ど
の
副
葬
品
が
出
土
し
、
こ
の
地
域
の
首
長
の
墓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
眼
下
に
は
、
い
こ
い
の
村
は
り
ま
が
整
備
さ
れ
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
快
適
な
余
暇
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
春
先
に
な

る
と
公
園
の
東
側
の
畑
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ス
イ
セ
ン
が
咲
き
乱
れ
る
。
ま
た
ス
イ
セ
ン
畑
を
囲
う
よ
う
に
桜
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
満
開
の
桜
と
ス
イ
セ
ン
が
美
し
い
春
の
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
、
加
西
市
H
P
）

●

加
西
市
笹
倉
町

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
2
 

加西市 - 12



北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

い
こ
い
の
村
は
り
ま

　
い
こ
い
の
村
は
り
ま
に
は
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
芝
生
広
場
と
茶
室
を
配
し
た
庭
園
が
あ
り
、
散
歩
道
に
は
桜
並
木
、
そ
れ
ら
を

映
す
水
面
に
は
水
鳥
た
ち
が
遊
び
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
快
適
な
余
暇
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
加
西
市
で
も
有
数
の
ス
イ
セ
ン
の
名
所
で
あ
り
、
春
先
に
な
る
と
公
園
の
東
側
の
畑
で
は
、
た
く
さ
ん
の
ス
イ
セ
ン
が
開
花

す
る
。
ま
た
ス
イ
セ
ン
畑
を
囲
う
よ
う
に
桜
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
満
開
の
桜
と
ス
イ
セ
ン
が
美
し
く
咲
き
誇
る
。

　
背
後
の
亀
山
山
頂
に
は
亀
山
古
墳
が
あ
り
、
玉
丘
古
墳
群
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
ま
た
、
裏
山
に
そ
び
え
た
つ
高
さ
約

2
0
m
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
展
望
台
は
、
加
西
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
ー
ク
「
根
日
女
」
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
玉

丘
古
墳
は
も
と
よ
り
、
遠
く
明
石
海
峡
大
橋
ま
で
も
眺
望
で
き
る
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
笹
倉
町

8
2
3
－
1

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

鴨
谷

　
鴨
谷
の
地
名
は
、
播
磨
国
風
土
記
の
鴨
里
の
伝
承
に
記
述
が
あ
る
。
応
神
天
皇
（
品
太
天
皇
）
が
射
よ
と
命
じ
た
矢
に
当

た
っ
た
鴨
が
落
ち
た
場
所
を
鴨
谷
と
呼
ぶ
。
鴨
谷
の
名
称
は
、
現
在
も
鴨
谷
町
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
当
時
の
鴨
谷
が
こ
の

周
辺
地
域
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
鴨
谷
町
か
ら
は
、
古
代
の
集
落
遺
跡
の
鴨
谷
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
鴨
谷
町
周
辺
に
は
た
め
池
と
田
園
か
ら
な
る
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
っ
て
お
り
、
鴨
が
飛
ぶ
姿
と
相
ま
っ
て
播
磨
国
風
土

記
の
物
語
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
）

●
●

加
西
市
鴨
谷
町

●

殿
原
の
「
お
葉
付
き
イ
チ
ョ

ウ
」

　
荒
神
山
の
中
腹
ま
で
、
集
落
か
ら
歩
く
こ
と
2
0
分
。
庚
申
堂
（
清
水
寺
）
境
内
に
立
つ
「
お
葉
つ
き
イ
チ
ョ
ウ
」
は
ま
っ
す
ぐ
に

立
つ
直
幹
の
イ
チ
ョ
ウ
で
、
兵
庫
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
樹
高
３
３
ｍ
、
根
廻
り
５
．
９
ｍ
、
目
通
り
幹
囲

４
．
０
ｍ
を
は
か
る
推
定
樹
齢
３
０
０
年
の
大
イ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。
4
ｍ
付
近
か
ら
多
く
の
枝
を
一
斉
に
分
枝
し
て
樹
形
を
整
え

て
い
る
。
葉
の
ふ
ち
に
種
子
（
ギ
ン
ナ
ン
）
を
つ
け
る
珍
し
い
も
の
で
、
こ
れ
は
、
二
股
に
わ
か
れ
た
軸
の
先
の
胚
珠
を
乗
せ

て
い
る
部
分
が
伸
び
だ
し
て
葉
に
な
る
た
め
に
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
清
水
寺
境
内
で
は
、
毎
年
３
月
第
２
日
曜
日
に

『
庚
申
祭
』
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
大
木
で
あ
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
の
巨
樹
・
巨
木
1
0
0
選
（
社
団
法
人
兵
庫
県
林
業
会
議
、
社
団
法
人
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
発
行
）
、
加

西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
殿
原
町

1
0
3
3

ひ
ょ
う
ご
の
巨
樹
･

巨
木
1
0
0
選
（
(社
)

兵
庫
県
林
業
会

議
、
(社
)兵
庫
県

治
山
林
道
協
会
）

●

普
光
寺
の
森

　
蓬
莱
山
普
光
寺
は
、
自
雉
2
年
（
6
5
1
）
法
道
仙
人
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
古
刹
で
あ
り
、
書
写
山
円
教
寺
や
法
華
山
一
乗
寺

と
並
ぶ
｢播
磨
六
山
｣の
1
つ
に
名
を
連
ね
、
東
側
に
塔
頭
寺
院
六
ヶ
院
が
並
び
、
西
側
に
は
十
六
坊
が
あ
っ
た
と
記
録
に

残
さ
れ
て
い
る
。
参
道
を
進
む
と
、
享
保
年
間
に
造
立
さ
れ
た
仁
王
門
が
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
立
ち
並
ぶ
石
造
物
は
、
本

堂
ま
で
約
6
0
0
ｍ
続
き
、
参
拝
者
の
目
を
見
張
ら
せ
る
。
本
堂
正
面
に
そ
び
え
立
つ
高
さ
7
m
、
重
さ
2
2
ト
ン
の
巨
大
な
春
日

灯
篭
は
、
東
洋
一
の
大
き
さ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
周
辺
は
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
や
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
な
ど
の
希
少
な
生
き
物
の
生
息
地
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ

て
お
り
、
加
西
市
内
で
も
特
に
美
し
い
自
然
が
楽
し
め
る
地
域
で
あ
る
。
山
ア
ジ
サ
イ
も
多
く
自
生
す
る
。

　
播
磨
国
風
土
記
に
出
て
く
る
河
内
(こ
う
ち
)里
は
、
普
光
寺
川
上
流
域
の
河
内
町
周
辺
が
比
定
地
と
さ
れ
て
い
る
。
河
内

里
に
、
住
吉
大
神
が
従
神
と
と
も
に
や
っ
て
く
る
。
大
神
が
村
で
食
事
を
と
ろ
う
と
す
る
と
、
従
神
た
ち
は
村
人
が
刈
り
集
め

た
草
を
散
ら
し
、
大
神
の
敷
物
に
し
て
し
ま
う
。
こ
の
草
は
苗
代
を
作
る
た
め
に
集
め
た
も
の
だ
っ
た
の
で
、
困
っ
た
草
主
は

大
神
に
そ
の
旨
を
訴
え
る
。
す
る
と
大
神
が
「
汝
の
田
は
草
を
敷
か
な
く
て
も
苗
が
生
育
す
る
」
と
宣
言
す
る
。
こ
れ
以
降
、
こ

の
村
で
は
草
を
敷
か
な
く
て
も
苗
代
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
播
磨
風
土
記
ゆ
か
り
の
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
Ｈ
Ｐ
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
河
内
町

1
4
4
9

ひ
ょ
う
ご
の
森
百

選
（
兵
庫
県
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
3
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

煮
坂

　
煮
坂
は
、
播
磨
国
風
土
記
に
あ
る
鴨
里
の
地
名
伝
承
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
賀
毛
郡
へ
巡
行
し
た
応
神
天
皇
の
従
者

が
、
修
布
(す
ふ
)里
（
現
在
の
加
西
市
吸
谷
町
周
辺
と
さ
れ
る
）
で
放
っ
た
一
本
の
矢
が
、
二
羽
の
鴨
に
当
た
る
。
矢
を
受
け

た
鴨
は
飛
ん
で
逃
げ
、
落
ち
た
と
こ
ろ
を
鴨
谷
（
現
在
の
加
西
市
鴨
谷
町
と
さ
れ
る
）
と
い
う
。
そ
の
鴨
を
煮
物
に
調
理
し
た

場
所
を
煮
坂
と
い
い
、
現
在
の
二
ヶ
坂
（
河
内
町
）
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
）

●

加
西
市
河
内
町

河
内
城
跡

　
河
内
城
は
、
室
町
時
代
の
応
永
2
7
年
（
1
4
2
0
）
に
加
西
市
域
を
中
心
に
北
播
磨
を
支
配
し
た
赤
松
一
族
衆
在
田
氏
の
居

城
と
し
て
築
造
さ
れ
た
。
現
在
も
登
城
道
、
堀
切
跡
な
ど
が
残
る
。

　
六
所
神
社
の
西
側
の
山
頂
に
築
か
れ
た
山
城
跡
に
至
る
ル
ー
ト
は
、
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
神
社
が
登
山
口

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
の
森
林
は
「
河
内
ふ
れ
あ
い
の
森
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
要
所
に
道
標
や
東
屋
な
ど
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

河
内
城
跡
の
北
に
そ
び
え
る
鎌
倉
山
は
、
古
く
か
ら
神
体
山
と
し
て
神
々
の
古
里
と
崇
敬
さ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
は
修
験
道

の
中
心
と
な
っ
た
。
こ
の
行
者
道
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
地
元
住
民
の
努
力
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
道
中
か
ら
は
河
内

城
と
河
内
町
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
播
磨
国
風
土
記
に
出
て
く
る
河
内
(こ
う
ち
)里
は
、
河
内
城
の
眼
下
に
広
が
る
河
内
町
周
辺
が
比
定
地
と
さ
れ
て
お
り
、

播
磨
国
風
土
記
ゆ
か
り
の
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
広
報
か
さ
い
（
2
0
1
0
.9
月
号
）
）

●
●

加
西
市
河
内
町

西
谷

●

日
吉
神
社

　
日
吉
神
社
は
、
鎌
倉
山
を
御
神
体
山
と
し
て
崇
め
て
い
る
。
天
長
7
年
（
8
3
0
）
奥
宮
の
あ
る
鎌
倉
山
よ
り
神
様
を
里
に
迎

え
、
約
1
3
0
0
年
前
に
近
江
国
日
吉
社
（
滋
賀
県
大
津
市
日
吉
大
社
）
よ
り
御
分
霊
を
い
た
だ
い
た
の
が
、
現
在
の
日
吉
神

社
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
日
吉
神
社
の
神
使
は
「
猿
」
で
あ
り
、
神
猿
と
書
い
て
「
ま
さ
る
」
と
呼
び
、
「
魔
が
去
る
」
ま
た
は
「
勝
る
」
の
意
で
魔
よ
け
等

の
神
徳
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
殿
に
は
、
「
眼
猿
（
み
ざ
る
）
」
「
口
猿
（
い
わ
ざ
る
）
」
「
耳
猿
（
き
か
ざ
る
）
」
の
珍
し
い

彫
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

　
日
吉
神
社
大
祭
は
毎
年
1
0
月
の
体
育
の
日
の
前
日
に
行
わ
れ
る
。
周
辺
地
域
よ
り
6
基
（
以
前
は
7
基
）
の
神
輿
が
集
ま

り
、
巡
行
す
る
姿
は
勇
壮
で
あ
る
。
御
田
植
祭
は
五
穀
豊
穣
や
子
孫
繁
栄
な
ど
を
祈
念
し
、
赤
米
や
紫
米
な
ど
の
早
苗
を

田
植
え
し
て
奉
納
す
る
も
の
で
、
県
下
で
も
稀
な
伝
承
行
事
の
ひ
と
つ
。
神
田
前
に
作
ら
れ
た
拝
殿
で
神
事
が
行
わ
れ
た
あ

と
、
太
鼓
の
響
く
な
か
、
絣
の
着
物
に
菅
笠
の
早
乙
女
姿
に
扮
し
た
親
子
た
ち
が
田
植
え
を
行
う
。
春
に
は
藤
の
花
が
見
ご

ろ
を
迎
え
る
。

（
出
典
：
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
池
上
町
７

●

内
藤
家
庭
園

　
内
藤
家
庭
園
は
、
宝
暦
年
間
頃
に
、
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
作
庭
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
母
屋
か
ら
見
て
南
面

に
造
ら
れ
て
い
る
池
泉
鑑
賞
式
庭
園
で
、
瓢
箪
型
の
池
を
掘
っ
て
、
中
心
に
滝
石
組
を
組
み
、
出
島
を
造
っ
て
自
然
石
の

石
橋
を
架
け
、
東
部
か
ら
は
石
段
に
よ
り
築
山
へ
と
登
れ
る
よ
う
に
し
、
そ
こ
に
四
阿
を
造
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
加
西
市

指
定
文
化
財
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
の
日
本
庭
園
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
）

●

加
西
市
満
久
町

4
6
0

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
4
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

玉
丘
古
墳

　
玉
丘
古
墳
は
、
全
長
約
1
0
9
ｍ
、
前
方
部
幅
約
5
4
ｍ
、
後
円
部
径
約
6
4
ｍ
の
兵
庫
県
下
6
番
目
の
規
模
を
も
つ
古
墳
時
代

中
期
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
墳
丘
は
３
段
築
成
か
ら
な
る
。
後
円
部
中
央
に
は
盗
掘
穴
が
あ
き
、
穴
底
に
凝
灰
岩
製
の

長
持
ち
形
石
棺
材
が
残
っ
て
い
る
。
墳
丘
く
び
れ
部
の
一
方
に
は
、
造
出
し
部
が
確
認
で
き
、
凝
灰
岩
の
葺
石
が
残
っ
て
い

る
。
墳
丘
周
囲
に
は
、
幅
約
２
０
ｍ
の
周
濠
が
巡
り
、
外
堤
に
は
円
筒
埴
輪
が
樹
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
出
土
遺
物
に
は
、

家
形
・
鶏
形
埴
輪
の
ほ
か
多
数
の
円
筒
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
玉
丘
町

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

玉
丘
史
跡
公
園
（
根
日
女

ロ
マ
ン
の
郷
）

　
玉
丘
史
跡
公
園
内
は
、
玉
丘
古
墳
を
中
心
と
す
る
6
基
の
古
墳
と
、
移
築
復
元
し
た
1
基
の
古
墳
が
点
在
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
古
墳
を
取
り
囲
む
よ
う
に
芝
生
広
場
や
湿
地
観
察
園
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
棟
、
野
鳥
観
察
デ
ッ
キ
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
周
辺
に
は
笹
塚
古
墳
、
ク
ワ
ン
ス
塚
古
墳
等
、
計
9
基
の
古
墳
が
あ
り
、
古
墳
時
代
中
期
の
良
好
な
古
墳
群
を
形
成
し

て
い
る
。

　
播
磨
国
風
土
記
、
賀
毛
郡
の
条
に
記
載
さ
れ
た
根
日
女
悲
恋
伝
承
の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
古
墳
時
代
の
恋
物

語
を
文
献
で
今
に
伝
え
る
古
墳
は
全
国
的
に
も
稀
で
、
古
代
の
浪
漫
が
漂
う
公
園
は
悠
久
の
時
を
越
え
て
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
玉
丘
町

7
6

●

ク
ワ
ン
ス
塚
古
墳

　
玉
丘
古
墳
の
南
西
約
1
0
0
ｍ
と
近
く
に
あ
る
た
め
、
陪
塚
と
み
ら
れ
て
い
る
。
径
約
3
5
ｍ
、
造
出
し
を
付
設
す
る
円
墳
で
あ

る
。
造
出
し
に
は
方
形
区
画
が
設
け
ら
れ
、
鶏
形
埴
輪
の
ほ
か
、
土
製
品
や
籠
目
土
器
な
ど
が
出
土
し
、
造
出
し
が
祭
祀

の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
物
語
っ
て
い
る
。
玉
丘
古
墳
と
ほ
ぼ
同
時
期
な
い
し
直
後
に
造
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

加
西
市
玉
丘
町

○

笹
塚
古
墳

　
玉
丘
古
墳
の
北
西
約
8
0
0
ｍ
に
位
置
し
、
古
墳
群
の
北
西
端
に
あ
た
る
。
墳
丘
は
二
段
築
成
で
全
長
約
4
4
ｍ
、
後
円
部

径
3
8
ｍ
、
前
方
部
長
は
ク
ビ
レ
部
か
ら
5
.5
ｍ
に
対
し
、
前
端
幅
が
1
8
ｍ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
マ
ン
ジ
ュ
ウ
古
墳
と
同
様
に
、

前
方
部
の
右
側
、
後
円
部
に
造
出
し
が
付
設
さ
れ
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

加
西
市
玉
丘
町

○

マ
ン
ジ
ュ
ウ
古
墳

　
玉
丘
古
墳
の
北
約
4
0
0
ｍ
に
位
置
し
、
二
段
築
成
で
全
長
約
4
6
ｍ
、
後
円
部
径
4
0
ｍ
、
前
方
部
長
は
ク
ビ
レ
部
か
ら
7
.8
ｍ

に
対
し
て
前
端
幅
が
約
2
6
ｍ
で
あ
る
。
突
出
す
る
長
さ
が
短
い
が
、
そ
れ
に
対
し
て
幅
の
広
い
前
方
部
を
敷
設
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
前
方
部
の
右
側
、
後
円
部
に
造
出
し
が
設
け
ら
れ
、
前
方
部
と
は
明
ら
か
に
区
別
す
べ
き
施
設
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

加
西
市
玉
丘
町

○

長
倉
池

　
長
倉
池
は
、
周
辺
に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
皿
状
の
た
め
池
で
、
隣
接
す
る
牧
草
地
、
玉
丘
史
跡
公
園
や
周
囲
の
山
林

と
一
体
と
な
り
、
特
に
朝
方
、
牧
草
地
か
ら
昇
る
朝
日
や
西
の
山
に
夕
日
が
沈
む
時
の
景
観
は
他
に
類
を
見
な
い
す
ば
ら

し
さ
で
あ
る
。

　
加
西
市
は
、
隣
接
す
る
小
野
市
と
と
も
に
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
越
冬
南
限
の
地
で
あ
り
、
毎
年
稲
作
終
了
後
の
池
干
し
が
終

わ
り
、
水
が
溜
ま
り
始
め
る
と
付
近
の
池
で
越
冬
し
て
い
た
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛
来
し
、
北
帰
行
ま
で
の
集
結
地
と
な
る
。
ま

た
、
長
倉
池
は
近
畿
地
方
に
お
け
る
ミ
ズ
ト
ラ
ノ
オ
の
代
表
的
な
群
生
地
と
な
っ
て
お
り
、
池
周
辺
は
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
オ
、

ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
、
ヒ
メ
ナ
エ
、
ゴ
マ
ク
サ
な
ど
の
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
し
て
お
り
、
農
業
高
校
等
の
環
境
研
究
活
動
の

拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
シ
の
群
生
が
広
が
り
、
晩
秋
の
夕
景
は
絵
画
の
よ
う
で
あ
る
。

（
出
典
：
播
磨
の
た
め
池
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
農
林
水
産
省
H
P
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
H
P
）

●

加
西
市
玉
丘
町

た
め
池
百
選
（
農

水
省
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

さ
さ
く
ら
親
水
公
園

　
亀
山
古
墳
や
玉
丘
古
墳
の
周
辺
に
立
地
す
る
歴
史
的
な
環
境
を
有
す
る
地
域
の
な
か
に
あ
り
、
た
め
池
を
利
用
し
た
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
県
民
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
池
に
は
カ
モ
や
ア
ヒ
ル
が
み
ら
れ
、
芝
生
広
場
は
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
釣
り
も
楽
し
め
る
。
さ
ら
に
加

西
市
出
身
の
宮
史
郎
に
ち
な
み
「
女
の
み
ち
」
の
歌
碑
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
さ
さ
く
ら
親
水
公
園
は
地
域
の
身
近
な
自
然
環
境
を
楽
し
め
る
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
）

●

加
西
市
笹
倉
町

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

玉
野
町

　
玉
野
村
の
比
定
地
は
現
在
の
加
西
市
玉
野
町
と
さ
れ
て
い
る
。
播
磨
国
風
土
記
に
記
述
さ
れ
た
玉
丘
の
伝
承
は
、
楢
原

の
里
内
に
あ
る
「
玉
野
村
」
の
地
名
由
来
と
し
て
、
「
玉
野
の
村
あ
り
、
そ
の
所
以
は
・
・
・
」
の
書
き
出
し
か
ら
始
ま
る
。
現
在
、

玉
野
町
の
広
範
囲
で
古
代
の
集
落
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
玉
野
村
が
大
規
模
集
落
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
）

●

加
西
市
玉
野
町

山
伏
峠
の
石
棺
仏

　
松
林
の
峠
の
山
道
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
み
、
行
き
か
う
旅
人
に
多
く
の
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
き
た
3
基
の
大
き
な
南
北
朝
時
代

の
石
仏
が
あ
る
。
う
ち
1
つ
は
、
後
期
古
墳
時
代
の
家
形
石
棺
の
蓋
石
に
阿
弥
陀
坐
像
を
彫
っ
た
も
の
で
、
高
さ
は
2
.2
5
ｍ

も
あ
る
。
県
下
最
大
の
石
棺
仏
と
云
わ
れ
て
お
り
、
家
型
石
棺
の
蓋
石
で
地
上
の
見
え
る
と
こ
ろ
で
は
周
り
に
５
つ
の
縄
掛

け
石
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
央
に
は
印
を
結
ん
だ
阿
弥
陀
如
来
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
約
７
０
０
年
前
の
南
北
朝
時
代

に
造
ら
れ
た
当
時
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
玉
野
町

1
1
2
6
-
1

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

飯
盛
山

　
楢
原
(な
ら
は
ら
)里
は
、
柞
(な
ら
)が
生
え
て
い
た
か
ら
楢
原
と
呼
ん
だ
と
あ
る
。
柞
は
ブ
ナ
や
カ
シ
の
総
称
で
、
「
ド
ン
グ

リ
」
の
な
る
種
類
が
多
い
樹
木
。
地
名
に
な
る
く
ら
い
な
の
で
、
ブ
ナ
や
カ
シ
が
生
い
茂
る
、
か
な
り
大
き
な
原
生
林
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
飯
盛
嵩
(い
い
も
り
だ
け
)は
、
大
汝
命
が
こ
の
山
で
飯
を
盛
っ
た
か
ら
と
あ
る
。
飯
盛
嵩
は
飯
盛
山
（
豊
倉

町
）
が
比
定
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
）

●
●

加
西
市
豊
倉
町

○

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

　
温
室
群
の
前
に
は
亀
の
倉
池
が
あ
り
、
周
囲
2
km
の
池
を
囲
む
4
6
h
aの
松
の
自
然
林
に
、
近
代
的
な
設
備
の
大
温
室
や

緑
に
映
え
る
カ
ラ
フ
ル
な
花
壇
が
点
在
し
、
四
季
折
々
の
美
し
い
花
が
絶
え
間
な
く
見
ら
れ
る
。
春
先
に
は
1
5
万
本
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
乱
れ
る
。
ま
た
3
0
0
種
以
上
あ
る
球
根
ベ
ゴ
ニ
ア
も
見
も
の
。
「
さ
く
ら
園
」
、
山
道
を
染
め
る
「
つ
つ
じ
の

小
道
」
、
全
国
の
木
を
集
め
た
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
、
「
に
お
い
の
森
」
、
「
秋
の
七
草
園
」
な
ど
が
あ
る
。

　
一
番
の
魅
力
は
、
例
年
3
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」
。
様
々
な
美
し
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
本
場
オ
ラ
ン
ダ
気
分
が
味
わ
え
る
オ
ラ
ン
ダ
衣
装
体
験
や
日
本
有
数
の
栽
培
レ
ベ
ル
を

誇
る
食
虫
植
物
に
も
出
会
え
る
。
紅
葉
の
時
期
に
な
る
と
、
北
側
入
り
口
か
ら
事
務
所
に
向
か
う
一
本
道
（
花
と
彫
刻
の
道
）

の
両
側
に
植
え
ら
れ
た
モ
ミ
ジ
バ
フ
ウ
の
並
木
道
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ
に
出
て
き
そ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
。

　
播
磨
国
風
土
記
に
登
場
す
る
飯
盛
嵩
(い
い
も
り
だ
け
)は
、
大
汝
命
が
こ
の
山
で
飯
を
盛
っ
た
か
ら
と
さ
れ
、
飯
盛
山
が

比
定
さ
れ
て
い
る
。
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
花
と
水
と
緑
と
歴
史
の
景
観
を
楽
し
め
る
公
園
で
あ
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
ひ
ょ
う
ご
風
景
1
0
0
選
　
風
と
歩
く
（
朝
日
新
聞
神
戸
支
局
）
、
加
西
市

H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●

加
西
市
豊
倉
町

飯
森
1
2
8
2
－
1

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

風
と
歩
く
「
ひ
ょ
う

ご
風
景
1
0
0
選
」

（
朝
日
新
聞
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

富
田
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
富
田
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
県
民
交
流
広
場
事
業
に
取
り
組
む
た
め
、
平
成
1
8
年
に
富
田
地
区
内
の
全
世
帯
を
構
成

員
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
年
間
延
べ
1
,5
0
0
名
以
上
の
地
域
住
民
が
協
議
会
活
動
に
参
加
し
て
お
り
、
青
大
豆
を
使
っ
た
味

噌
づ
く
り
や
三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
神
戸
市
内
の
住
民
団
体
と
の
交
流
等
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
第
1
6
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
　
知
事
賞
　
受
賞

（
出
典
：
兵
庫
県
）

●

加
西
市
（
富
田
地

区
）

奥
池
･新
池

　
奥
池
･新
池
は
、
絵
本
作
家
で
あ
る
永
田
萌
さ
ん
が
「
緑
色
の
宝
石
」
に
例
え
る
た
め
池
で
あ
る
。
奥
池
は
総
貯
水
量

1
1
,0
0
0
㎥
で
4
h
aを
潤
す
。
「
四
季
折
々
の
思
い
出
」
が
あ
る
新
池
は
1
0
,0
0
0
㎥
で
5
h
aを
潤
す
。
い
ず
れ
も
永
田
作
品
の
イ

メ
ー
ジ
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
播
磨
の
た
め
池
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
）

●

加
西
市
坂
元
町

修
布
の
里
 修
布
の
井

　
修
布
(す
ふ
)の
里
の
地
名
由
来
は
、
こ
の
地
に
あ
る
井
戸
に
水
を
汲
み
に
来
た
女
性
が
、
井
戸
に
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ

た
た
め
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
井
戸
が
「
す
ふ
井
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
里
名
の
修
布
の
里
と
な
っ
た
と
あ
る
。
吸
谷
町
柏
原

家
に
あ
る
井
戸
が
「
修
布
の
井
戸
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
深
く
な
い
が
と
水
が
湧
き
出
て
、
こ
の
土
地
の
水
の
恵
み

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
も
、
生
活
に
使
わ
れ
て
い
る
生
き
た
井
戸
で
あ
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
）

加
西
市
吸
谷
町

○

吸
谷
廃
寺
跡

　
吸
谷
廃
寺
は
、
飛
鳥
時
代
に
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
古
代
寺
院
跡
で
あ
る
。
そ
の
範
囲
は
吸
谷
町
の
慈
眼
寺
境

内
付
近
と
考
え
ら
れ
、
塔
心
礎
を
は
じ
め
と
す
る
礎
石
が
多
く
散
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
僧
坊
跡
と
考
え
ら
れ
る
掘
立
柱

建
物
や
幡
幢
を
立
て
る
た
め
の
支
柱
と
考
え
ら
れ
る
柱
穴
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
周
辺
に
は
、
女
鹿
山
古
墳
群
や
村
前
遺
跡
な
ど
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
吸
谷
廃
寺
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
集
落

跡
と
考
え
ら
れ
る
北
ノ
下
遺
跡
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
播
磨
国
風
土
記
に
登
場
す
る
「
修
布
（
す
ふ
）
の
里
」
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
「
修
布
の
井
戸
」
は
、
吸
谷
町
柏
原
家
に

あ
る
井
戸
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
水
が
湧
き
出
て
、
こ
の
土
地
の
水
の
恵
み
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
播
磨
国
風
土
記

ゆ
か
り
の
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
吸
谷
町

●

ゆ
る
ぎ
岩

　
ゆ
る
ぎ
岩
は
、
畑
町
イ
ザ
ナ
ギ
山
の
中
腹
に
あ
り
、
昔
か
ら
「
ゆ
す
り
岩
」
と
も
い
わ
れ
、
神
石
と
さ
れ
て
き
た
岩
で
あ
る
。

そ
の
昔
、
法
道
仙
人
が
「
善
人
が
押
せ
ば
動
き
、
悪
人
が
押
し
て
も
び
く
と
も
し
な
い
。
こ
の
岩
を
押
し
て
動
か
な
い
と
き
は

自
分
に
邪
心
が
あ
る
か
ら
、
罪
悪
を
懺
悔
し
て
正
直
慈
悲
の
人
に
立
ち
返
り
な
さ
い
」
と
言
っ
て
心
を
試
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
岩
は
二
つ
並
ん
で
い
る
が
、
東
方
の
岩
が
加
西
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
ゆ
る
ぎ
岩
」
で
あ
る
。

高
さ
４
ｍ
、
最
大
周
囲
6
.6
ｍ
の
巨
岩
で
あ
り
、
上
部
が
尖
っ
て
中
部
で
ふ
く
ら
み
、
下
部
が
細
く
な
っ
た
立
卵
形
を
し
て
い

る
。
下
に
あ
る
岩
の
上
に
直
立
し
て
お
り
、
人
の
力
で
押
す
と
揺
れ
動
く
の
で
、
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
伝
承
を
今
に

伝
え
る
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

加
西
市
畑
町
字

イ
ザ
ナ
ギ
山

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
7
 

加西市 - 17



北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
加
西
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

奥
山
寺

　
奥
山
寺
は
、
白
雉
元
年
（
6
5
0
）
法
道
仙
人
の
開
基
と
伝
え
る
寺
院
で
あ
る
。
七
堂
伽
藍
の
備
わ
っ
た
寺
院
で
、
境
内
に
は

均
整
の
と
れ
た
美
し
い
姿
の
多
宝
塔
（
県
指
定
文
化
財
）
が
建
つ
。

　
裏
山
に
は
四
国
八
十
八
か
所
の
石
祠
（
せ
き
し
）
が
並
ん
で
お
り
、
毎
月
2
1
日
に
は
弘
法
大
師
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
春
に
は
桜
が
美
し
い
。
ま
た
山
す
そ
の
地
蔵
院
か
ら
本
堂
へ
上
る
急
な
石
段
（
1
4
5
段
）
の
両
側
に
は
楓
の
大
木
が
並

び
、
紅
葉
の
季
節
に
な
る
と
楓
の
葉
が
真
っ
赤
に
色
づ
き
、
地
蔵
院
の
屋
根
を
背
景
に
美
し
い
景
観
を
つ
く
り
だ
す
。

（
出
典
：
加
西
市
H
P
、
加
西
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
H
P
）

●
●

加
西
市
国
正
町

1
5

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
8
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